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皮膚をみる人たちのための化粧品知識

化粧する心のサイエンス
—心と肌に響く化粧の研究—
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Abstract
It is important for us to spend our daily lives comfortably and lively. To that end, cosmetic behavior in daily life has the 

power to modestly enrich and revitalize the mind as well as the skin. It is not only because it has a functional value to the 
skin, but also because it has an emotional or affective value that resonates the mind through the skin. Grounded in this belief, 
we have been studying the effects of cosmetics on the mind and the body for about 40 years. By demonstrating and quantify-
ing these effects in a scientific manner, our aim is to lead development of ever better cosmetics and maximize the satisfac-
tion of the user. This paper summarizes research findings on how skin care, makeup, and fragrance affect the mind and body 
through tactile, visual, and olfactory sensations by means of psychophysiological and affective engineering measurement 
techniques.
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1. 化粧と心理的有用性

毎日のスキンケアやボディケアは心地よく肌を洗浄し
て清潔にし，健やかに整える行動であり，メイクアップ
やフレグランスは気持ちを前向きにし，他者に向けて自
分の印象を演出する自己表現のための行動である。ここ
では，スキンケアやボディケア，メイクアップ，フレグ
ランス使用を総称して，化粧の行動とする。
日常生活において，朝や晩のささやかな行動となって
いる化粧であるが，その行動はさまざまな形で感情・思
考・行為に影響を及ぼす。例えば，スキンケアの洗顔は
気分をすっきりとさわやかにさせ，その後の化粧水や乳
液などの塗布は心地よさやリラックス感も味わうことが
できる。一方，メイクアップは自分の気持ちを明るくす
るだけではなく，他者を意識した社会的行為であり，自
信を高めるなどの心理的効果が得られる。最近の知見で
は，朝晩のスキンケアやメイクアップのそれぞれのアイ
テムによる感情や意識の心理的効果の差異も検討され
た 1）。フレグランスではアロマコロジーといわれるよう

に，塗布した瞬間に爽快感やリラックス感，心地よさが
得られる。

1–1. 化粧と感情
心理学においては，情動と気分とを総称して，感情

（affect）という語が使われている。情動とは明らかな原
因があり，短時間（数秒から数分）持続し，生理的反応
や特定の表出行動を生じるような強力な感情とされてい
る。一方，気分とは明らかな原因のない漠然とした感情
状態であり，長時間（数時間から数日）持続し，生理的
反応などを強く生じることなく，主観的経験の側面が主
として体験され，興奮水準（覚醒）や快–不快の次元で変
化するものとされている 2）。これは感情の次元説といわ
れ，ラッセルは感情を「覚醒–沈静」と「快–不快」の2軸
で布置できるとし，緩やかな円環上に配置されることか
ら円環モデルを提唱した 3）。この円環モデルにおいて，
化粧行動による感情は，快のうち，覚醒–沈静の両象限
に位置するものである（Fig. 1）。化粧行動の時々で気分
が快となり，さらには，自分の顔を見て美を感じるとい
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